
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

１.教育総務費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の会議は、定例会を１２回、９６件について審議を行った。 
令和３年４月１日付けで、土屋仁志教育長が新たに任命され、時光早苗教育長職務代

理者が令和３年１０月１日付で再任された。 
１．教育委員会開催状況（令和３年４月～令和４年３月まで） 

定例会   １２回 
審議件数  ９６件（承認４件、報告６３件、議案２９件） 

 
２．教育委員会教育長及び委員 

職 名 氏 名 任 期 

教 育 長 土屋 仁志 令和 3年 4月 1日～令和6年 3月 31日（１期目） 

委 員 

教育長職務代理者 
時光 早苗 令和 3年 10月 1日～令和7年 9月 30日（３期目） 

委 員 山下 詩子 平成 30年 10月 1日～令和4年 9月 30日（２期目） 

委 員 原尾 英祐 令和 元年 10月 1日～令和5年 9月 30日（１期目） 

委 員 太田小枝子 令和 2年 10月 1日～令和6年 9月 30日（１期目） 

 

３．学校運営協議会 

町内全ての学校（認定こども園含む）に設置され、教育委員会が任命する委員をも

って組織している。学校運営及び運営に必要な支援に関して協議する機関として、保

護者及び地域住民等の学校運営の参画や、支援・協力を促進し、学校と保護者及び地

域住民等との間の信頼関係を深め、学校運営の改善や生徒、児童又は幼児の健全育成

に取り組んだ。各校における会議は次のとおり開催し、代表者が集まる連携会議は、

新型コロナウイルス感染症対策のため開催を見送ったため、各校の取組状況について

は書面会議にて各種情報共有をした。 

学 校 名 人員（人） 開催回数（回） 

士幌小学校 

中士幌小学校 

上居辺小学校 

士幌町中央中学校 

士幌高等学校 

認定こども園 

連携会議 

8 

6 

6 

8 

6 

7 

－ 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

－ 

 

４．教育研究所及び推進事業 

教育研究所は、教育の改善充実に資するため、専門的事項の研究を行った。小・中

連携部会では、町内各学校の授業交流、出前授業や生徒指導交流会を実施した。プロ

グラミング教育部会では、授業の在り方について研究を深め、公開授業や意見交流を

実施した。社会科副読本部会では、副読本「しほろ」のデジタル教材化に向けた検討

を進めた。 

【構成員】 

所 長 小西一寿（中士幌小学校） 

副所長 川崎広輝（中士幌小学校） 

所 員 川端祐香・佐竹良将（士幌小学校）、伊澤 亮（中士幌学校）、橋本隆史（上

居辺小学校）、祢津 豊・愛澤光軌（士幌町中央中学校） 
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５．学力向上の取り組み 

全国学力・学習状況調査は、小学校第６学年の国語・算数、中学校第３学年の国語・

数学を対象に町内全小・中学校が実施した。調査結果については、町内小中学校の全

体的傾向とその概要、各学校で取り組むべき内容について各学校に情報提供した。 
また、北海道大学の学生による小・中学生を対象とした「学習サポート塾」は、新

型コロナウイルス感染症の感染状況が一時落ち着いた冬休みのみ実施した。 
北海道教育委員会のほっかいどう学力向上推進事業「ほっかいどうチャレンジテス

ト」に取り組みについては、年間を通して効果的に活用され、基礎的・基本的な学習
内容の定着を図った。 

 
６．体力向上の取り組み 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査は、小学校第５学年及び中学校第２学年を対
象に、対象学年が在籍する町内全小・中学校が実施した。調査結果については、町内
小・中学校の全体的傾向とその概要について、各学校に情報提供した。また、町内全
校で対象学年以外の全学年において体力テストを実施して、児童生徒個々の成績や課
題について分析し、その後の指導資料として活用した。 

 
７．各種検定受検費用助成 
  小・中学生が各種検定を受検する際、合否を問わず、年間３回を上限に受検料の全

額を助成し、児童生徒の学習意欲の向上を図った。 
                              （単位：人・円） 

区分 
英 検 漢 検 数 検 

人数 受検料 人数 受検料 人数 受検料 

小 学 校 6 15,800 82 143,000 68 154,500 

中 学 校 62 234,700 105 254,000 78 248,600 

 
８．特別支援教育 

教育上、特別な支援を必要とする児童生徒のための特別支援学級設置数及び在籍児
童生徒数の推移については、次のとおりである。 

（５月１日現在）（単位：人・クラス） 

区分 
3年度 2年度 元年度 30年度 

児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数 

小 学 校 48 15 49 15 48 18 48 25 

中 学 校 25 7 23 6 11 6 9 4 

 
９．外国語教育 

自治体国際化協会の「語学指導を行う外国語青年招致事業」により外国語指導助手
を２人配置し、その他に町採用のＡＬＴ１人を臨時職員として配置した。 
各小学校・中央中学校・士幌高等学校・各保育所等・英会話サークル・児童ステー

ション・放課後子ども教室等に派遣し、外国語指導や国際交流活動を行い、外国語授
業等の支援を図った。 
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２．小 学 校 費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国語指導助手 指導実績 

エバンコ・フローリン・ジョーゼット（ＪＥＴ） 
出身国：アメリカ合衆国 
平成 28年 8月 1日採用 
令和 3年 9月 30日退任 

各 小 学 校  38回 
中 央 中 学 校  25回 
士幌高等学校  21回 
英会話サークル  10回 

 そ の 他   随 時 

アデリン・ウェスタホム・レーチェル（ＪＥＴ） 
出身国：アメリカ合衆国 
平成 30年 8月 1日採用 

各 小 学 校  70回 
中 央 中 学 校  61回 
士幌高等学校  47回 
英会話サークル  17回 

 そ の 他  随 時 

マリア・レイク（ＪＥＴ） 
出身国：アメリカ合衆国 
令和 3年 10月 4日採用 
令和 4年 3月 31日退任 

各 小 学 校  36回 
中 央 中 学 校  28回 
士幌高等学校  17回 
英会話サークル   7回 

 そ の 他   随 時 

クラム・ブラッドレイ・マイケル（町会計年度） 
出身国：オーストラリア 
平成 25年 10月 1日採用 

各 小 学 校  80回 
中 央 中 学 校  45回 
士幌高等学校  58回 

 そ の 他  随 時 

 
１０．食農体験学習 

（株）ＣｈｅｅｒＳに事業を委託し「大地くんと学ぼう」事業を計画し、新型コロ
ナウイルス感染症の感染防止措置を徹底し、中士幌小、上居辺小が実施した。 

 
１１．教員の働き方改革（校務支援システム） 
  校務や、児童生徒に係る情報をデジタル化し管理することで、事務負担が軽減され、
職員の働き方改革に繋がった。更には、軽減されたことにより生じた時間を、児童生
徒の見守り時間に充てるなど体制の充実が図られた。 

  導入経費は５年間（令和２年から令和６年）の長期契約を締結し、年額２，９５７，
８００円。 

 
 小学校において、児童の学習環境の充実及び学校生活の安全性を確保するため、各種
工事を実施した。 
都市交流事業として実施している士幌町・美濃市児童交流事業（士幌小、中士幌小）

及び、千葉県鎌ケ谷市との交流（上居辺小）については、新型コロナウイルス感染症の
影響で、昨年度に引き続き中止とした。 
 
１．学校概要                         （５月１日現在） 

学校名 
認可学級数 児童数 

3年度 2年度 元年度 30年度 3年度 2年度 元年度 30年度 

士 幌 小 
中 士 幌 小 
上 居 辺 小 
佐 倉 小 
下 居 辺 小 
新 田 小 
西上音更小 

18 
7 
6 
－ 
－ 
－ 
－ 

17 
8 
6 
－ 
－ 
－ 
－ 

18 
8 
6 
5 
－ 
－ 
－ 

15 
8 
6 
7 
3 
2 
6 

240 
31 
26 
－ 
－ 
－ 
－ 

239 
34 
30 
－ 
－ 
－ 
－ 

228 
38 
29 
17 
－ 
－ 
－ 

205 
39 
29 
21 
9 
16 
11 

計 31 31 37 53 297 303 312 330 

 
 
 
 

- 150 -



項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．教職員数                         （５月１日現在） 

学校名 教諭 養護教諭 事務職員 町職員 委託職員 

士 幌 小 25 1 1 10 1 

中 士 幌 小 11 1 1 0 
1 

上 居 辺 小  10 1 1 0 

計 46 3 3 10 2 

 
３．教職員異動状況 

学校名 
転入・採用（R3.4.1付） 転出・退職（R4.3.31付） 

職名 氏名 学校名等 職名 氏名 学校名 

士 幌 小 

校長 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

清水  弘 

横田 佳奈 

田中 竹也 

木下 智子 

佐東 久徳 

島田 真穂 

御 影 小 

稲 田 小 

芽 登 小 

下 士 幌 小 

新 採 用 

木 野 東 小 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 
事務主幹 

宇野 史了 

鴨下 直子 

松村 雅美 

小林じゅん 

齋藤 雅彦 

芽 室 西 小 

つつじが丘小 

柏  小 

明 星 小 

専 従 休 職 

 

中 士 幌 小 

教諭 伊澤  亮 羅臼町立羅臼小学校 教頭 

 
専門事務主任 

川崎 広輝 

大宮 陽子 

塚本めぐみ 

豊 似 小 

愛 国 小 

瓜 幕 小 

上 居 辺 小 

専門事務主任 葛西 美幸 東 小 校長 

教諭 

教諭 

教諭 

養護 

津田 裕匡 

青木 裕美 

入江  広 

紺野 雅弘 

渡會美由紀 

釧路市昭和小 

東 士 狩 小 

退 職 

退 職 

通 明 小 

 
４．学校施設整備及び備品購入状況 

区 分 内 容 事業費（円） 

工  事 
士幌小 体育館東側壁面塗装工事 

士幌小・中士幌小 電源設備幹線設備改修工事 

1,799,600 

1,160,500 

購入備品 
プリンタ、児童用学習机・いす 等 

教師用朱書指導書 

1,415,383 

138,820 
 
５．就学援助費支給状況 

町内に居住する就学児童を有する保護者で、経済的な理由によって就学が困難な児
童の保護者を対象に学用品費などを援助する制度で、次のとおり支給し、支援を図っ
た。 

                                （ ）前年度 

区  分 対象児童数（人） 支給金額（円） 

学用品費 

通学用品費 

体育実技用具費 

新入学児童学用品費等 

新入学児童入学準備金（早期） 

修学旅行費 

校外活動費（宿泊無） 

    44（42） 

41（33） 

 9（12） 

    12（ 9） 

1（ 4） 

 11（ 7） 

   2（ 0） 

473,920（  474,892） 

87,203 (   72,413） 

156,420（  179,520） 

720,000（  155,940） 

51,060（ 204,240） 

255,002（  100,499） 

1,040（      0） 
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校外活動費（宿泊有） 

クラブ活動費 

児童会費 

ＰＴＡ会費 

医療費 

卒業アルバム代 

0（ 0） 

0（ 0） 

    28（33） 

    31（29） 

0（ 0） 

12（ 7） 

0（      0） 

0（       0） 

76,700（   51,770） 

86,210（   83,150） 

0（        0） 

132,000（  56,540） 

計 実人員 46（43） 2,039,555（1,378,964） 

※学校給食費については、就学援助費として支給せず、支払い免除扱いとしている。 

 

６．特別支援教育就学奨励費支給状況 

 町内各小学校の特別支援学級に在籍する児童の保護者に対する就学奨励費について

は、次のとおり支給し、支援を図った。 

                                （ ）前年度 

区  分 対象児童数（人） 支給金額（円） 

学校給食費 

通学費 

修学旅行費 

学用品等購入費 

新入学児童学用品費等 

体育実技用具費 

校外活動費（宿泊無） 

拡大教材費 

6（ 7） 

0（ 0） 

1（ 4） 

6（ 7） 

1（ 0） 

2（ 1） 

0（ 0） 

0（ 0） 

119,500（ 125,900） 

0（       0） 

10,790（  43,160） 

34,920（  40,740） 

25,555（       0） 

26,510（  13,255） 

0（      0） 

0（       0） 

計 実人員  6（ 7） 217,275（ 223,055） 

 

７．士幌小学校言語通級指導教室通所児童数            

区分 3年度 2年度 元年度 30年度 

実人数 3 0 3 3 
 

８．主要５教科補助教材費公費負担 

  子育て支援対策として、保護者の経済的負担を軽減する目的で、主要５教科の補助

教材費を公費とした。 

学 校 名  金 額（円） 

士 幌 小 1,544,060 

中 士 幌 小 229,434 

上 居 辺 小 206,335 

計 1,979,829 
 
９．ＧＩＧＡスクール構想の実現 
  国が推し進める「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、昨年度に整備した１人
１台端末を有効的に活用できるよう研修を実施した。また、より安定してＩＣＴ機器
を活用するため、校内のネットワーク環境の強化を図った。 

 

１０．学校保健特別対策事業補助金 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による、学校の一斉休業に係る対応、

臨時休業からの再開及び学校教育活動の継続等を支援するため補助金及び新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、必要な消耗品を購入した。 
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３．中 学 校 費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補助事業名 購入消耗品目 事業費（円） 補助金（円） 

感染症対策等の学校教育 

活動継続支援事業 

１人１台端末持帰

り用充電コード 
1,058,200 150,000 

（※）「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」対象 
 
生徒の学習環境の充実及び学校生活の安全性を確保するため、各種工事を実施した。 
また、吹奏楽部で利用する楽器を購入した。部活動等については、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、昨年同様に例年どおりの活動は難しい状況ではあったが、陸上
競技では、全道大会が開催され、スピードスケートについては、全道・全国大会が開催
された。 
１．全国・全道大会等の出場及び成績 

大 会 名 参加人数 主な結果（入賞） 

第５２回北海道中学校陸上競技大会 男子1人 
3年 坂本 頼武 

 走高跳    第1位 

第５２回北海道中学校スケート大会 
男子6人 
女子5人 

女子学校対抗  第1位 
男子リレー   第3位 
女子リレー   第1位 
3年 小野寺 昴 
男子5,000ｍ 第8位 

2年 奥秋 静子 
女子 500ｍ 第3位 
女子1,500ｍ 第2位 

1年 上野 結菜 
女子3,000ｍ 第4位 

第４２回全国中学校スケート大会 
男子2人 
女子5人 

女子学校対抗  第4位 
2年 奥秋 静子 
女子 500ｍ 第3位 
女子1,500ｍ 第3位 

 
２．学校概要                         （５月１日現在） 

学校名 
認可学級数 生徒数 

3年度 2年度 元年度 30年度 3年度 2年度 元年度 30年度 

士幌町中央中 12 12 12 10 182 196 185 192 

 
３．教職員数                         （５月１日現在） 

学校名 教諭 養護教諭 事務職員 町職員 委託職員 

士幌町中央中 22 1 1 2 2 

 
４．教職員の異動状況 

学校名 
転入・採用（R3.4.1付） 転出・退職（R4.3.31付） 

職名 氏名 学校名 職名 氏名 学校名 

士幌町中央中 

校長 

教頭 

教諭 

教諭 

教諭 

再教 

養護 
専門事務主任 

小室 彰人 

松本 勝弘 

富田奈那美 

祢津  豊 

愛澤 光軌 

小西 正尊 

水口 康代 

佐伯 美紀 

大 津 小 

陸 別 中 
帯広高等養護学校 

芽 室 中 

新 採 用 

糠 内 中 

札 内 中 

鈴 蘭 小 

教頭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

 

 

松本 勝弘 

阿部 好博 

西島 俊貴 

伊藤みゆき 

西出 晃子 

小西 正尊 

駒 場 中 

本 別 中 

南 町 中 

音 更 中 

緑 園 中 

中 央 中 
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４． ５．卒業生進路別内訳 

区   分 ３年度 ２年度 元年度 30年度 

管内公立高等学校 
管内私立高等学校 
管内高等養護学校 
管外公立高等学校 
管外私立高等学校 
管外高等専門学校 
就       職 

39 
12 
2 
1 
8 
1 
1 

53 
9 
2 
3 
4 
0 
0 

40 
7 
0 
0 
3 
1 
0 

54 
11 
2 
1 
0 
3 
1 

計 64 71 51 72 

 
６．学校施設整備及び備品購入状況 

区 分 内 容 事業費（円） 

工  事 
学校施設屋上防水改修工事 

電源設備幹線設備改修工事 

   26,304,300 
242,000 

購入備品 

吹奏楽部楽器購入（ユーフォニアム・ソプラノサ
ックス） 
AppleTV HD32GB、ピアノ補助キャスター 他 
教師用朱書指導書 

566,000 
 

1,111,106 
1,630,750 

 
７．就学援助費支給状況  

町内に居住する就学生徒を有する保護者で、経済的な理由によって就学が困難な生
徒の保護者を対象に学用品費などを援助する制度で、次のとおり支給し、支援を図っ
た。 

                               （ ）前年度 

区   分 対象生徒数(人) 支給金額(円) 

学用品費 
通学用品費 
体育実技用具費 
新入学生徒学用品費等 
新入学生徒入学準備金（早期） 
修学旅行費 
校外活動費（宿泊無） 
校外活動費（宿泊有） 
クラブ活動費 
生徒会費 
ＰＴＡ会費 
医療費 
卒業アルバム代 

  22（26） 
16 (19） 
0（ 0） 

  1（ 7） 
12（ 7）  
 8（11） 
0（ 0） 
0（ 0） 

  16（19） 
  22（26） 
  21（21） 
 0（ 0） 
8（11） 

477,329（  590,980） 
34,995（   43,130） 

0（        0） 
35,000（   18,200） 
720,000（  401,800） 
512,800（  457,479） 

0（      0） 
0（      0） 

220,500（  285,000） 
8,800（   10,400） 
47,900（   35,700） 

0（        0） 
105,600（  145,200） 

計 実人員 24（26） 2,162,924（1,987,889） 

※学校給食費については、就学援助費として支給せず、支払い免除扱いとしている。 
 
８．特別支援教育就学奨励費支給状況  

特別支援学級に在籍する生徒の保護者に対する就学奨励費については、次のとおり
支給し、支援を図った。 
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４．ス ク ー ル 

  バス管理費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                         （ ）前年度 

区   分 対象生徒数(人) 支給金額(円) 

学校給食費 
通学費 
修学旅行費 
学用品等購入費 
新入学生徒学用品費等 
体育実技用具費 
拡大教材費 

5（ 5） 
0（ 0） 
1（ 1） 
5（ 5） 
0（ 0） 
0（ 0） 
0（ 0） 

166,200（116,280） 
0（      0） 

86,580（ 28,860） 
79,590（ 56,850） 
57,980（      0） 

0（      0） 
0（      0） 

計 実人員  7（ 5） 201,990（201,990） 

 
９．主要５教科補助教材費公費負担 
  子育て支援対策として、保護者の経済的負担を軽減する目的で、主要５教科の補助
教材費を公費とした。 

学 校 名 金 額（円） 

士幌町中央中 1,224,940 

 
１０．ＧＩＧＡスクール構想の実現 
  国が推し進める「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、昨年度に整備した１人
１台端末を有効的に活用できるよう研修を実施した。また、より安定してＩＣＴ機器
を活用するため、校内のネットワーク環境の強化を図った。 

 
１１．学校保健特別対策事業補助金 
  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による、学校の一斉休業に係る対応、
臨時休業からの再開及び学校教育活動の継続等を支援するため補助金及び新型コロナ
ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、必要な消耗品を購入。 

補助事業名 購入消耗品目 事業費（円） 補助金（円） 

感染症対策等の学校教育 
活動継続支援事業 

１人１台端末持帰
り用充電コード 

650,650 50,000 

（※）「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」対象 
 
１．スク－ルバス運行状況 
（１）路線別の児童、生徒バス通学者人員等      （ ）前年度 

路線名 小学生 中学生 高校生 計 運行日数 

上居辺 19  8  1 28 209 

朝 陽 10 10  0 20 〃 

佐 倉 15 21  1 37 〃 

下居辺  9 11  1 21 〃 

新 田 10  8  0 18 〃 

西 上  9  9  0 18 〃 

中士幌  3 26 30 59 〃 

中音更  9  6  0 15 〃 

計 84(82) 99(106) 33(32) 216(220)  
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（２）スク－ルバス住民利用状況                （ ）前年度 

路線名 利用者数 １日当たり利用者数 運行日数 

上居辺 148 0.6 

242(243) 

朝 陽 158 0.7 

佐 倉 15 0.1 

下居辺 710 2.9 

新 田 21 0.1 

西 上 70 0.3 

中音更 131 0.5 

計 1,253(1,500) 5.2(6.2)  

中 士 幌 地 区 

通院患者送迎 
272 (408) 2.3 (2.9) 119(142)  

（３）特別運行状況                      （ ）前年度 

申 請 者 運行日数 運行台数 行 先 行 事 内 容 

中 学 校 36  79   町内外 スポーツ大会、遠足他 

小 学 校 75   89   〃 施設見学、集合学習他 

高 等 学 校 51   52   〃 スポーツ大会、実績発表他 

こ ど も 園 ・ 

その他各種団体 
9   10   〃 

研修視察、ボランティア活動、

プール送迎他 

計 171(112) 230(194)   

（４）スクールバス運行委託業務 （ ）前年度 

路線名 運行日数 委託料(円) 

上居辺 242(243) 5,984,000 

朝 陽 242(243) 6,534,000 

佐 倉 242(243) 6,237,000 

下居辺 242(243) 6,567,000 

新 田 242(243) 5,720,000 

西 上 242(243) 5,742,000 

中士幌 209(204) 5,643,000 

中音更 242(243) 5,731,000 

計 48,158,000 

（５）クラブ活動運行委託業務 

路 線 運行回数 単価(円) 委託料(円) 

新田～西上 
25km以上 109[23] 7,645 

712,514 
25km 未満 9 6,116 

上居辺～下居辺 
25km以上 111[22] 7,392 

 675,630 
25km 未満 3 5,914 

中士幌～佐倉 
25km以上 133 6,666 

 918,576 
25km 未満 6 5,333 

計 2,306,720 

※[ ]内は、下記（７）のスクールバス運行委託料内で行った予備車運行日数 
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５．高等学校費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）特別運行委託業務 

運 行 区 分 運行回数 単価(円) 委託料(円) 

休日運行 

25km 以上 70 [4] 17,413 

1,149,258 

25km 未満 0 13,931 

平日運行 

25km 以上 85[32] 11,143 

697,559 

25km 未満 38[26] 8,915 

計 1,846,817 

※[ ]内は、下記(７)のスクールバス運行委託料内で行った予備車運行日数 
 
（７）車両運行管理委託業務 

スクールバスの安全運行に際し、総括管理及び事務処理並びに町有バスの運行
業務を３，９４９，０００円で行った。 

 

農業及び農業関連産業の担い手育成を目指し、地域の信頼に応える教育を実践した。 

令和３年度入学生は、前年度比１８人減の３７人（アグリビジネス科１９人・フード
システム科１８人）となった。令和４年度入学者選抜試験出願者は３２人となった。 
生徒の夢や想い、目標を学校全体で応援しブランドとして認証する「志プロジェクト」

は８年目を迎え、「志プロジェクト」のさらなる発展のため専攻班の枠組を越えた活動を
行うため設立された「志Ｌａｂ」では、株式会社ＣｈｅｅｒＳとの協同でオンラインス
トアを開設し、士幌高校の生産物を販売した。 
専攻班活動では、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関わる取り組みの成果を発表す

る「第４回持続可能な世界・北海道高校生コンテスト」で環境専攻班が昨年に引き続き
大賞を受賞、乳加工専攻班はコロナ禍の中、オンラインで町子ども交流センターこもれ
びのこども教室に参加した児童にバター作りを教えるなど、各専攻班でそれぞれの活動
を行った。 
外部団体認証を取得している「グローバルＧ．Ａ．Ｐ．」「北海道ＨＡＣＣＰ」「有機Ｊ

ＡＳ規格」「アニマルウェルフェア畜産認証」について、継続取得に取り組んだ。 
部活動では、野球部が４校連合チームで勝利を挙げ、士幌高校としては１９８５年公

式戦初参戦から初の勝利となった。 
３月１日には、学科転換から数えて第１８回目の卒業式が執り行われ４５人（アグリ

ビジネス科２２人・フードシステム科２３人）が学び舎を後にした。町内をはじめとし
た各種企業への就職や、４年制大学等への進学など全ての生徒が進路決定をすることが
できた。 
生徒や保護者への支援事業としては、本校独自の修学支援制度の利用を促進した。 
 

１．学校の概要 

科 別 
学 
級 
数 

生  徒  数 (人) 教 
 
員 
(人) 

技 
術 
職 
(人) 

事 
務 
職 
(人) 

R3.5.1 R2.5.1 増 減 

アグリビジネス科 3 67 77 △10 

27 6 5 フードシステム科 3 66 85 △19 

合 計 6 133 162 △29 
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２．職員の異動状況 

採用・退

職・異動 
年 月 日 職 名 氏  名 所 属 名 

採 用 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

人事異動 

退 職 

人事異動 

退 職 

〃 

〃 

〃 

〃 

 3.4.1 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

3.9.30 

3.12.29 

 4.3.31 

〃 

〃 

〃 

〃  

教  頭 

 

教  諭 

〃 

〃 

実習助手 

事 務 長 

実習助手 

担当主査 

教  諭 

〃 

〃 

〃 

実習主幹  

峯田  雅大 

 

皆川 亜希子 

川口  雅史 

大沼   渉 

今村  幸喜 

木下  雅子 

太田 欽一郎 

遠藤  満明 

三杉  友宏 

進藤 央斗羽 

松田  知記 

望月 大二郎 

高橋  道春  

北海道教育庁学校教育局高

校教育課から 

帯広緑陽高等学校から 

大野農業高等学校から 

江別高等学校から 

 

役場産業振興課から 

 

役場町民課へ 

釧路江南高等学校へ 

帯広農業高等学校へ 

更別農業高等学校へ 

任期満了 

 

 
３．今年度の特筆すべき事項 
（１）各種大会への出場 

 月 日    大会名  受賞及び主な出場者(班) 場所 

８月 27日 
日本学校農業クラ
ブ北海道連盟全道
意見発表会 

分野Ⅲ類 阿部 優月（優秀賞） 
オンライ
ン開催 

9月 14日 

日本土壌肥料学会
2021 北海道大会
（高校生による研
究発表会） 

アグリビジネス科２年（優秀賞） 
「ドローンを利用した土壌の乾燥過程
マップの作成」 

オンライ
ン開催 

10月 
27～28日 

日本学校農業クラ
ブ全国大会 

農業鑑定競技 
 農業 笹島 涼華 
 畜産 尾崎 杏奈、佐藤 圭 
 食品 佐藤 寧音 

兵庫県 

10月 30日 
全国産業教育フェ
ア埼玉大会 

全国高校生フラワーアレンジメントコ
ンテスト 
 松田 莉夢 

埼玉県 
（オンライ
ン開催） 

１月 
19～20日 

東北海道学校農業
クラブ連盟実績発
表大会 

分野Ⅰ類 有機農業専攻班（優秀賞） 
分野Ⅱ類 環境専攻班（優秀賞） 
分野Ⅲ類 野菜専攻班（優秀賞） 
クラブ活動発表 農業クラブ執行部
（優秀賞） 

別海町 

２月 
２～４日 

日本学校農業クラ
ブ北海道連盟全道
実績発表大会 

分野Ⅰ類 有機農業専攻班 
分野Ⅱ類 環境専攻班（優秀賞） 
分野Ⅲ類 野菜専攻班 
クラブ活動発表 農業クラブ執行部 

富良野市 
（オンライ
ン開催） 
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（２）海外文化交流事業（米国派遣） 
    海外の高校生との交流やホームステイ等の経験を通して、地域産業人としての 

視野を広め、国際化時代に対応できる資質を養うことを目的として例年実施して
いる。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症に対し生徒の安全確保を保証で
きないことから前年度に引き続き実施を見送った。 

（３）各種イベント等への出品及び参加 
 新型コロナウイルス感染症の影響により町内外で多数のイベントが実施見送り
やオンライン開催となる中、１年ぶりに道の駅ピア２１しほろでの販売会を開催
し、農産物や加工品の販売等によりＰＲ活動を行った。 

○生徒が参加した主なイベント 

NO. イベント名 

1 北海道農業高校生ガーデニングコンテスト（Web開催） 

2 高校生ボランティア・アワード2021 

3 STV どさんこワイド×農業高校ウィーク（番組内コーナーへの生産物提供等） 

4 道の駅販売会 

5 第 44回全国育樹祭北海道2021 

6 士幌町100年の森づくり看板除幕式 

7 しほろ収穫祭「どこでもお祭り北海道」（生産物提供） 

8 全国農業高校収穫祭「食彩フェア」in TOKYO 

9 2021アグリビジネス創出フェアin HOKKAIDO 

10 しほろ×キルギスDays（道の駅ピア21しほろ） 

 
４．産業現場実習（インターンシップ） 

日頃の学習活動の成果を現場実習の場で確かめ、体験学習を通して実践力を身につ
け、農業人、社会人として生きる心構えと態度を養うことを目的として本町他４市町
の農家並びに企業の協力を得て、２年生の生徒が８月２５日から２７日まで実習を行
った。 

 （１）産業現場実習市町村別受入数          （単位：人） 

市町村 アグリビジネス科 フードシステム科 合計 

士幌町 20 13 33 

帯広市 2 3 5 

音更町 0 4 4 

幕別町 2 1 3 

上士幌町 1 1 2 

計 25 22 47 

 
５．資格取得状況 

資格名 取得者数（件数） 助成金額（円） 

文書処理能力検定（表計算・ワープロ） 119 211,000 

実用英語技能検定 2 10,600 

食物調理技術検定 15 13,400 

簿記能力検定 2 2,908 

日本農業技術検定 39 61,550 

              合   計 177 299,458 

 ※助成は、士幌高等学校振興会の事業で実施 
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６．修学資金貸付事業 
優秀な生徒の確保と、目標を持った学校生活を送り地域産業に寄与できる人材を育

成することを目的として、高校を卒業後、大学に修学することが確実な生徒の保護者
に修学資金を貸し付ける事業で、今年度は４年制大学に進学した３人の希望者に貸付
を行った。 

年 度 人数 金額（円） 

３年度 3 1,260,000 

２年度 3 2,760,000 

元年度 0 0 

30 年度 0 0 

平成 22～29年度 17 11,140,000 

   合 計 23 15,160,000 
 
７．修学費等助成事業 

優秀な生徒の確保と、目標を持った学校生活を送り卒業後４年制大学に進学する意
思が明確な生徒の保護者に、各種学校諸納金等の一部を助成した。 

年 度 人数 金額（円） 

３年度 8 1,100,455 

２年度 9 1,120,095 

元年度 5 539,300 
 
８．高原寮利用状況            （ ）前年度 

利用団体数 利用日数 延べ利用者数 

 0 0(0)       0(0) 

※新型コロナウイルス感染症流行の影響により利用実績なし 
 
９．主な学校施設等整備事業 

区 分 内 容 金額（円） 

修 繕 

教員住宅修繕 
校舎網戸修繕 
高原寮屋根防水修繕 
農場 オーバースライダー修繕 
農場 水耕ハウス自動開閉装置修繕 
加工施設排水処理施設修繕 

515,878 
304,700 
484,000 

1,278,530 
413,050 
224,180  

工 事 
学校施設屋上防水改修工事 
学校校舎屋根及び教員住宅壁・屋根塗装工事 
農業実習管理室屋根塗装工事  

5,991,700 
2,891,900 
1,060,400 

主な 
備品 

電話機子機及び応答電話装置 
体育用備品購入（バレーボール支柱２本他） 
農場用ジェットヒーター１台 
農場用刈払機１０台 
分解組立実習用エンジン５台 

172,040 
474,028 
216,920 
657,800 
297,000 

計 14,982,126 

 

事 業 名 事 業 費（円） 

北海度士幌高等学校ＬＥＤ照明賃貸借 
(令和４年２月１日～令和９年１月 
３１日) 

５年分のリース経費4,600,200 
月額  76,670 
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１０．町助成事業 

助成事業名 金額（円） 

士幌高校通学バス等自主運行保護者会助成 29,470,657 

士幌高等学校振興会事業 900,000 

士幌高等学校活性化対策事業(農業クラブ等) 600,000 

               合  計 30,970,657 

 
１１．農場実習生産等状況 
（１）畑作部門                        （ ）前年度 

作物名 
面積 

（ha） 

収穫量 

（kg） 

販売金額 

（円） 

馬鈴薯(3 品種) 

豆類 ( 5 品種 ) 

落 花 生 

小 麦 

採草地（放牧地） 

緑 肥 

  0.27 

0.32 

0.02 

0.27 

2.70 

0.81 

4350.1 

520.0 

30.0 

585.0 

－ 

－ 

343,466  

258,174  

0  

60,933  

－ 

－ 

計 
(4.32) 

4.39  

(3,938.0) 

5485.1 

(278,285) 

662,573 

（２）園芸部門                             （ ）前年度 

品 名 
販売量 

(袋・本・鉢) 
販売金額（円） 備  考 

野   菜 

鉢花・切花 

花・野菜苗 

 2,462 

3,117 

3,091 

590,891 

771,545 

261,494 

人参・ﾀﾏﾈｷﾞ・ﾄﾏﾄ他 

ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ･ﾍﾟﾁｭﾆｱ･ﾌﾟﾘﾑﾗ他 

ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ・ｻﾙﾋﾞｱ・ﾄﾏﾄ・ﾋﾟｰﾏﾝ他 

計 
（9,163) 

8,670 

（1,495,122) 

1,623,930 
 

（３）畜産・養蜂部門                    （ ）前年度 

品 名 販売金額（円） 備  考 

乳   代 4,356,042 

年間生産乳量     51,973kg 

内 訳 <販売用>  50,336kg 

<加工用>     1,637kg 

個体販 売     681,994 乳用牛販売 

はちみ つ 91,330 地域資源創出活動として本年度より試行 

計 
(6,292,847) 

5,129,366 
 

（４）食品加工部門                                  （ ）前年度 

品 名 販売金額（円） 備  考 

乳 製 品  2,379,033 アイスクリーム・ヨーグルト他 

肉 製 品 398,660 ベーコン・フランクフルト他 

農産加工品  398,680 どら焼き・ハスカップジャム他 

計 
(1,882,366) 

3,176,373 
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６．社会教育費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  乳製品販売金額には、ふるさと納税の返礼品用として販売したアイスクリーム 
（14,832 個、2,224,800円）を含む。 
総合計（畑作、園芸、畜産・養蜂、食品加工）  １０，５９２，２４２円 

                   （前年度   ９，９４８，６２０円） 
 
１２．ＧＩＧＡスクール構想の実現 
  国が推し進める「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、昨年度に整備した１人
１台端末を有効に活用できるよう研修を実施した。また、クラウド学習環境を整備す
るため、学校向けクラウドサービスのＧｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ ｆｏｒ 
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎを導入した。 

 
１３．学校保健特別対策事業補助金 
  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による、学校の一斉休業に係る対応、
臨時休業からの再開及び学校教育活動の継続等を支援するため補助金及び新型コロナ
ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、必要な消耗品等を購入した。 

事業名 購入消費品目 事業費（円） 補助金（円） 

感染症対策等の学校教育

活動継続支援事業 

１人１台端末持帰り

用充電コード 

572,000 100,000 

（※）「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」対象 
 
１４．学校施設環境改善交付金事業 
  高等学校段階におけるＩＣＴ化・オンライン化の推進のため学校施設環境改善交付
金において今回限りの措置として実施される産業教育装置の整備補助を活用し、土壌
分析装置及び微生物迅速検査装置を導入した。 

事業名 事業費（円） 補助金（円） 

学校施設環境改善交付金事業（「スマート専門

高校」の実現） 

6,997,100 2,352,000 

 

社会教育の推進については、「第６期町づくり総合計画」（平成２８年度～令和７年度）

を基調とし「士幌町社会教育中期計画」（平成２９年度～令和３年度）に基づいて、地域

の連帯意識を高め、活力とうるおいに満ちた自立した地域を創ることを目標に社会教育

を推進した。また、現計画が最終年度となることから、同計画（令和４年度～令和８年

度）を策定した。 
 
１．社会教育委員 

社会教育の推進のため、必要な研究調査を行い、諸計画を立案するとともに、社会
教育関係団体などに対し指導助言を与えることを目的として、学校教育関係者・社会
教育関係者・学識経験者に委嘱し、委嘱期間は、令和２年７月１日から令和４年６月
３０日までである。 
 

委員人数 会議開催回数 出席者数（延べ人数） 

10 3 18 
 
２．文化賞等表彰 

町の文化の向上発展に関し特に事績の顕著な者又は団体に、文化賞等を贈って表彰
し、町の文化の普及振興を図るため、表彰式を３月１４日の第１４回「みんなで教育
を考える集い」で行う予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、
各学校で表彰を行った。 
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（１）ジュニア文化奨励賞 
   古田 菜々実 （士幌小学校２年）  松本 創介 (士幌小学校４年) 
   金井 貴徳  （士幌小学校５年）  島田 瑛音 (士幌小学校６年) 
   大久保 帆乃佳 (士幌町中央中学校１年) 
   久保田 颯歩  (士幌町中央中学校１年) 
      田邊 心菜   (士幌町中央中学校３年) 
   松村 沙音   (士幌町中央中学校３年) 
（２）文化奨励賞 
   阿部 優月   (士幌高等学校３年) 
   北海道士幌高等学校 環境専攻班 
   北海道士幌高等学校 有機農業専攻班 
   北海道士幌高等学校 野菜専攻班 

 北海道士幌高等学校 農業クラブ執行部 
 
３．女性学級 

女性組織の育成助長に努めるため、通年の女性ライフスクール１か所と地域単位の
女性学級を１か所開設した。 

  女性ライフスクール及び、中士幌地区女性学級の学習については各学級の意向によ
り、新型コロナウイルス感染予防の観点から未実施とした。 

区 分 学級人数 開催回数 
出席者数 
(延べ人数) 

女性ライフスクール 活動なし 

佐倉地区女性学級 令和３年度より活動休止 

中士幌地区女性学級 活動なし 

計 - - - 
 
４．柏樹学級の開設 

令和元年度より単年度募集の学級制へと変更し、高齢者の社会参画と、生きがいづ
くりなどを目的として開設した。 
学習については新型コロナウイルス感染予防の観点から未実施とし、クラブ活動の

み実施した。 
 

学級人数 開設回数 学習内容 

96 0 クラブ活動（パークゴルフ・卓球） 

 
５．生涯学習の推進事項   

生涯学習ガイドブックを発行し生涯学習情報の提供を図るとともに、町職員が講師
となり町民の学習活動を支援する｢ふれ愛ユートピア出前講座｣を開催した。｢生涯学習
講座｣は新型コロナ感染症防止のため中止した。 
また、町民の知識や技術、技能等が町民の学習活動の場で活かされるよう生涯学習

支援バンク制度の活用を図った。 
 

（１）生涯学習事業推進 

講  座  名 期 間 実施回数 
受講者数 

(延べ人数） 

ふれ愛ユートピア出前講座 4月 1日～3月 31日 51 1,338 

生涯学習講座 中止 0 0 
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（２）生涯学習支援バンク登録者数及び利用状況 

登 録 者 数 利 用 状 況(事務局報告分) 

5 団体8個 人 2個人 23回 

 
６．公民館 
（１）公民館運営審議会 

公民館における、各種事業の企画実施について調査審議することを目的として、
学識経験者と各公民館活動推進委員長に委嘱し、委嘱期間は令和２年５月１日か
ら令和４年４月３０日までである。 

委員人数 会議開催回数 出席者数（延べ人数） 

15 1 11 

（２）活動交付金 
     １３地区公民館に、住民同士のふれあい・連携を深め、地域づくりを図るため

に活動交付金を交付した。 
    地区公民館活動交付金  １，１１７，０００円 

（３）中士幌公民館太陽光発電施設（２０ｋＷ）発電実績 

    総発電量(kWh) 内売電量(kWh) 売電額（円） 

令和３年度 28,016 22,620 995,280 

令和２年度 27,211 22,068 970,992 

令和元年度 27,187 22,261 968,876 

 
７．士幌町文化祭（１１月２日～３日開催） 

日頃の芸術文化活動の成果を発表するとともに、町民が作品を鑑賞することにより、
芸術文化への理解と関心を高めるために文化協会・教育振興会と共催で文化祭を開催
し来場者数は６６０人であった。なお、新型コロナウイルス感染予防の観点から、作
品展示のみの開催とした。 
 作品展示 

区  分 出展者数 出展点数 種    類 

幼  児 177 187  

 

絵画･写真･俳句･書

道･手芸･石工･他 

小 学  生 205 206 

中  学  生 95 95 

高 校 生 57 57 

一般個人 9 118 

一般団体 98 467 

計 641 1,130 

 
８．成人式及び新成人交歓会 

新成人を祝い励ますために成人式を時間短縮するなど新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を講じて開催し、士幌高等学校生手作りのどら焼き及びピア２１しほろ特産品
セットを配布した。 

交歓会については、新型コロナウイルス感染防止のため中止とした。 
開催日 令和４年１月９日 
対象者 平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ 

町内在住対象者数 町内在住出席者 町外出席者 出 席 者 数 

38 24 16 40 
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９．伝統文化事業   

事 業 名  開催日 参加人数 共催・協力団体 

新 春 書 初 大 会 

（ロビーに展示） 

1月 6日～

13日 
24 文化協会 

下の句かるた大会   中止 

 
１０．成人教育の推進等 

成人の学習機会の拡充や文化活動に接することを目的に次の事業を実施した。 

事 業 名 実施回数 参加人数等 内  容 

パソコン教室   中止 

総合研修センター 

ロビー展 
4 3団体 1個人 書道･写真  他 

 
１１．第１４回みんなで教育を考える集い 

子どもたちが郷土を愛する心を持ち、かけがいのない自他の生命を尊重する心の育
成と他人を思いやりいじめを許さない社会の実現を目指す強い意志と確かな学力を備
えることを目的に開催する予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大予防のため中
止とした。 

 
１２．各公民館利用状況 
 （１）利用状況  

№ 公民館名 利用日数 利用回数 利用人数 

1 中  士  幌 191 217 2010 

2 佐     倉 70 76 758 

3 上  居  辺 74 79 947 

4 下  居  辺 85 98 852 

5 中  音  更 12 12 58 

6 新     田 10 11 159 

7 西     上 22 25 303 

8 士   幌   南 24 24 287 

9 士    幌    北 64 72 659 

10 市  街  南  町 26 26 214 

11 市  街  中  町 27 27 541 

12 市  街  北  町 44 55 418 

13 市  街  西  町 14 14 163 

 計 663 736 7,369 

 
１３．美濃の家・伝統農業保存伝承館 
 （１）開館期間 ５月１日～１０月３１日 １０２日 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言の発令により５月１８日
～６月２０日、８月３０日～９月３０日を休館とした。 

 （２）見学者数３２８人 
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１４. 総合研修センター利用状況等 
 （１）利用状況  

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためのまん延防止等重点措置の発令により８
月３０日～９月３０日を休館とした。 

部屋名 利用回数 利用人数 

ふれあいホール 117 3,338 

会    議    室 115 1,271 

クッキングルーム 19 112 

和          室 76 671 

音    楽    室 40 319 

視  聴  覚  室 87 931 

パ ソ コ ン 室 47 188 

陶    芸    室 184 1,251 

石    工    室 84 222 

トレーニング室 125 3,515 

ふるさと資料館 36 84 

計 930 11,902 

開館日数：２５２日 
（２）施設・設備整備状況                     

事 業 名 事 業 費（円） 

総合研修センターＬＥＤ照明賃貸借 
(令和３年９月１日～令和８年８月
３１日) 

５年分のリース経費14,399,000 
月額  261,800 

 
１５．図書館 
（１）したしみ図書館蔵書及び貸出状況 

内   訳 蔵書数 
左の内・年度内 

貸出冊数 
購入分 寄贈分 除 籍 

児 童 図 書 29,745 499 21 98 7,855 

一 般 図 書 49,296 736 109 172 7,312 

雑 誌 1,096 320 95 302 906 

視 聴 覚 資 料  1,443 12 1 0 122 

計 81,580 1,567 226 572 16,195 

 開館日数：２６１日 入館者数：６，４０６人 貸出延べ人数：４，０７２人 

（２）図書館行事 

図書の貸出のほか、季節に応じた図書のテーマ展示などを実施するとともに、

町民にとって身近で親しまれる図書館づくりをめざして次の行事を実施し、利用

促進を図った。 
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行 事 名 実施日数 
参加人数 

（延べ人数） 
図書館の本 何冊借りたかな？ 
※貸出冊数に応じスタンプ押印 

22 69 

図書館でリサイクル市（375冊） 8 68 

七夕短冊作成展示 33 25 

クリスマスオーナメント作成展示 43 28 

柱面装飾（年4回実施） 109 49 

クリスマス抽選会 37 205 

（３）ブックスタート事業 
子どもとその家族が、絵本を通して体を寄り添わせてお互いの声を聞きながら、

温かいふれあいの時間を過ごしてもらうことを目的として、乳児健診（１０か月
児）の際に、「まねっこ おやこ」及び「カンガルーの子どもにもかあさんいるの？」
の絵本等を配付し、児童書の重要性を啓蒙した。 
また、幼児健診（１歳６か月児、２歳児）において、絵本に触れる機会の拡充

のために読み聞かせや、未配布者への絵本の配布等を行った。 

実施回数 配布者数(組) 

12 41 

 
（４）子どもの読書活動推進事業 

子どもが自主的に読書活動を行う環境をつくるために、読書に親しむ機会の提
供と充実、読書環境の整備、読書活動に関する理解と関心の普及を図る「子ども
の読書活動推進計画」（第３期）に基づき、巡回図書やよみきかせ等の活動を行っ
た。 

（５）町民文芸誌ぬぷか発刊事業 
町民及び町出身者等からの投稿を受け、第４１号を発刊した。投稿者数は、児

童生徒３９人、一般１８人、合計５７人であった。 
（６）絵本作家の読み聞かせ事業 

絵本作家自身による読み聞かせや、ワークショップを通し、絵本や創作に対す
る興味、関心を深めることを目的に開催を予定していたが、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止した。 

（７）図書予約貸出事業 
新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言を受け臨時休館となっ

た期間中に、外出自粛中の町民に向けて、少しでも充実した生活をおくっていた
だくことを目的に実施した。 

実施期間 申込人数（延べ） 貸出冊数 

6月 2日～6月 19日 33 120 

9 月 1日～9月 11日 12 48 

（８）オンライン読み聞かせ事業 
新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言を受け、事業の出来な

くなった学童保育所の児童に向け、楽しみながら本への興味を持ってもらうこと
を目的に実施した。 

内  容 開催日 対 象 者 参加人数 

図書館と士幌学童保育所をオンラ
インでつなぎ読み聞かせを実施 

6月 16日 学童児童 児童 22人 
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１６．芸術・文化公演 

  身近な施設で本物の舞台芸術を観賞し、文化振興を図ることを目的に開催した。 
 

内  容 開催日 参加人数 対 象 

ひのき屋 

「わいわい音楽隊」 
12月16日 340 小学生 

劇団虹っこ 

「花咲き山は花ざかり」 
11月11日 220 中学生 

 
１７．サタデースクール 
  学校完全週５日制に伴い始まった「サタデースクール」は、土曜日における町内の
児童・生徒の健全育成が重要な課題となっており、自然とのふれあいに関することや
集団生活体験に関することなど、創意工夫をしながら事業を実施した。 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各家庭で作成できる体験ボックスによる
事業を実施した。 
委託先：社会福祉法人 温真会（中士幌児童ステーション） 

委託期間 
事業 
回数 

参加人数 
（延べ） 

委託金額(円) 事業内容 

4月 1日～ 

3月 31日 
27 1,366 4,204,444 

お楽しみＢＯＸ（お菓子作り・

ものづくり体験） 

 

１８．学習サポート事業 

  町内の児童生徒が学習や読書、運動など幅広い活動を行い、規則正しい生活習慣の

なかで長期休業中を有意義に過ごすことを目的に、北海道大学恵迪寮自治会士幌小屋

チセフレップ運営特別委員会と協力して事業を開催する予定であったが、冬休みのみ

の開催とし、新型コロナウイルス感染予防の観点から夏休み・春休みは中止とした。 

開催期間 参加人数（延べ） 開催場所 

12月 27日～28日 57 総合研修センター 

 

１９．放課後子ども教室 

放課後等に学習や様々な体験・交流活動、スポーツ・文化活動を行うことで、すべ

ての子どもに安心・安全な居場所を提供することを目的に実施した。また、放課後児

童クラブと一体的に活動することで放課後児童クラブに在籍する児童も参加すること

ができた。 

  委託先：社会福祉法人 温真会（中士幌児童ステーション） 

委託期間 
事業 
日数 

参加人数 
（延べ） 

委託金額(円) 事業内容 

4月 1日～ 

3月 31日 
239日 10,425 4,486,971 

キッズイングリッシュ、キッズ

アート、工作教室、スポーツ体

験、読み聞かせ会 他 

 
２０．社会教育関係団体助成事業 
（１）士幌町連合青年団  助成金額：１２６，０００円 
   団員２７人で活動し、キャンプ事業、ヤングフェスティバルなどの主催事業や

町内事業への協力などを行う予定であったが、新型コロナウイルスの影響により
事業が減少した。 
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７．保健体育費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所 属 団 体 名 

南青年団 上居辺青年団 

（２）士幌町女性団体連絡協議会  助成金額：１９８，０００円 
   ３団体３７４人で活動し、町内事業への協力、研修会などを開催した。 

   所 属 団 体 名 

士幌町商工会女性部 中士幌ひまわり婦人会 ＪＡ士幌町女性部 

（３）士幌町文化協会  助成金額：１２５，０００円 
１１団体８７人で活動し、発表会などを行った。 

所 属 団 体 名 

士幌ビデオクラブ 中士幌民謡会 士幌吟友会 

琴修会士幌 ひまわり会 藤悦津会 

聖月流剣詩舞士幌同好会 コーラスこもれび 士幌歌謡同好会 

芳彦会 士幌歌舞愛友会  

 
町民一人一スポーツを目標に、スポーツ推進委員が中心となり、各種スポーツ大会・

研修会等を企画実施するとともに、総合研修センター、各学校施設、屋外競技施設等を
利用者が積極的に利用できるように維持管理を行った。 
 
１．スポーツ推進委員 

町のスポーツ普及振興を目的として、スポーツ推進のための事業の実施に係る連絡
調整や住民に対するスポーツの実技指導、その他スポーツに関する事業の指導及び助
言を行うために委嘱し、委嘱期間は令和３年４月１日から令和５年３月３１日までで
ある。 

委員人数 会議開催回数 出席者数（延べ人数） 

9 2 12 

 
２．スポーツ賞等表彰 

町のスポーツの向上発展に関し特に事績の顕著な者又は団体に、スポーツ賞等を贈
って表彰し、町のスポーツの普及振興を図るため、表彰式を３月１４日の第１４回「
みんなで教育を考える集い」で行う予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため中止し、各学校で表彰を行った。 

 （１）ジュニアスポーツ賞 
   大野 隆晴（上居辺小学校４年）   河村 京葉（上居辺小学校５年） 
 奧秋 静子（士幌町中央中学校２年）  

士幌町中央中学校スピードスケート女子チーム 
（２）ジュニアスポーツ奨励賞 
   上野 光輝 （士幌小学校１年）  大野 蓮之佑（上居辺小学校１年） 
   佐々木 煌平（士幌小学校４年）  鈴木 凱大 （士幌小学校４年） 

中川 琴葉（中士幌小学校４年）  小野寺 仁菜（上居辺小学校５年） 
野口 夏帆（士幌小学校５年）    上野 結菜（士幌町中央中学校１年） 
鎌田 璃子（士幌町中央中学校２年）桒原 功樹（士幌町中央中学校３年） 
坂本 頼武 (士幌町中央中学校３年) 鈴木 咲凪 (士幌町中央中学校３年) 
士幌ユニバース 
士幌陸上クラブ 
士幌町中央中学校スピードスケート男子チーム 

（３）スポーツ賞  
   奧秋 智佳 （白樺学園高等学校１年） 

小野寺 日菜（帯広南商業高等学校３年） 
士幌北チーム 
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（４）スポーツ功労賞 
   武藤 肇 
 

３．スポーツ教室等の実施状況 
  技術の向上とスポーツの普及のために次の事業を開催した。 

教 室 等 名 開 催 日 実施回数 参加人数(延べ人数) 

幼児・小学生 

水泳教室 

幼児 8月21･22日 2 59    

小学生 8月21･22日 2 79    

冬休みスケート教室 悪天候のため中止   

こども体操教室 中止   

スキー教室 中止   

わいわいスポーツ教室 

(第１期) 

7月1・8・15・29日 4 94 

8月5・12・19日 3 59 

わいわいスポーツ教室 

(第２期) 

10月7・14・21・28日 4 91 

11月4・11・18・25日 4 85 

 
４．各種行事・競技大会 

スポーツの普及振興と、町民の交流を目的として次の事業を開催した。 
（ ）参加チーム数 

大会名 種 目 開催日 参加人数 共催･協力団体 

第37回町民

体育祭 

ソフトボール競技 中止    

パークゴルフ競技 

フリーの部 
7月17日 66 パークゴルフ協会 

ミニバレー競技 

小学生の部 
12月12日 

7チーム 

39 
ミニバレー協会 

ミニバレー競技 

一般の部 
12月12日 

8チーム 

37 
ミニバレー協会 

町民スポー

ツの集い 

町民駅伝大会 
10月9日 

44 陸上競技協会 

タイムトライアル2021 38 〃 

走り方教室 中止  〃 

パークゴルフ大会 10月9日 55 パークゴルフ協会 

第45回士幌町民スケート大会  1月22日 49 スケート協会 

 
５．北部三町共同競技会 
  北部三町の教育委員会とスケート協会が共催して、次の大会を開催した。 

大 会 名 開催日 当番町 参加人数 

北部方面スピードスケート大会 1月15日 上士幌町 128 
 
６. 社会体育施設 
（１）総合研修センターすこやか体育館利用状況 

部屋名 利用回数 利用人数 
アリーナ 970 17,660 

研 修 室 311 3,522 

武 道 館 195 3,187 
計 1,476 24,369 
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（２）その他体育施設の利用状況 
新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う緊急事態宣言の発令により、屋外体

育施設は5月30日から、屋内体育施設は6月1日から利用開始とした。 

施 設 名 利用期間 

総合運動公園 

野球場 5月 8日～10月24日 

多目的広場 4月 1日～10月24日 

陸上競技場 4月 1日～10月31日 

パークゴルフ場 4月29日～11月 7日(※1) 

中士幌の森パークゴルフ場 4月25日～11月 7日 

農村運動公園 
野球場 5月 8日～10月24日 

スケートリンク 12月28日～ 2月10日 

町民プール      6月22日～ 8月29日(※2) 

屋内ゲートボール場 4月 1日～ 3月31日 

睦サッカー場 4月17日～10月23日 

(※1)芝生の生育のため、C・Dコースのみ7月2日からオープン 
(※2)昨年度より株式会社オカモトによる指定管理による運営 
（３）学校開放状況 

区 分 回数 利用人数 区 分 回数 利用人数 

士幌小学校  0 0 中士幌小学校 0 0 

上居辺小学校 7 80 士幌町中央中学校 0 0 

士幌高等学校 0 0  

合          計 7 80 

 
７．音更町温水プール利用助成 
  町民のスポーツ振興及び健康増進を図るため、音更町温水プールの利用助成を行っ
た。 

  助成内訳                           

区 分 
回数券(6枚綴) 
単価（円） 

助成単価（円） 販売数 助成金額（円） 

一般 2,000 1,000 51 51,000 

高齢者・高校生 1,100 550 93 51,150 

小・中学生 550 275 112 30,800 

合          計 132,950 

 
８．フィットネス事業 
  平成２８年度より町民のスポーツ振興及び健康増進のため、次の事業を実施した。 

委託先：株式会社オカモト 
（１）全体 

実施日数 利用人数 レッスン実施回数 委託料（円） 

125 3,515 418 3,012,900 
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（２）レッスン別 

レッスン名 利用人数 実施回数 

ＤＩＳＣＯ 4 1 

体幹トレーニング 187 93 

骨盤コンディショニング 19 7 

ボディメンテナンス 5 1 

ストレッチポール 136 52 

やさしいエアロ 5 1 

リズムステップ 398 108 

ＺＵＭＢＡ 307 39 

ストレッチ 134 58 

キックファイト 168 42 

美ューティーBodyWave 3 6 

 

９．スポーツ関係団体助成事業   

 （１）士幌町スポーツ少年団    助成金額：８００，０００円 

    １０少年団で組織され、各種大会、町内スポーツ少年団交流会等の参加を通じ

て健全育成を図る予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

とした。 

本部事業内容 開催日 参加人数 

スポーツ少年団研修会 中止 

第46回町内小学生交流ミニバレー大会 中止 

 

所 属 少 年 団 名 

士幌野球少年団 士幌サッカー少年団 士幌剣道スポーツ少年団 

士幌ユニバースバレーボール少年団 士幌スケート少年団 士幌基礎スキー少年団 

士幌トランポリン少年団 中士幌野球少年団 中士幌スケート少年団 

上居辺小学校スポーツ少年団   

（２）士幌町体育連盟  助成金額：６７２，０００円 

    １４競技団体で組織され、加盟団体ごとに主催大会の開催や各種大会に参加し

た。また、子どもを対象とした教室の開催や大会の審判運営協力などを行ってお

り、町民の体位向上と健全な体育の振興に大きく寄与した。 

所 属 競 技 団 体 名 

陸上競技協会 軟式野球連盟 柔道連盟 

剣道連盟 サッカー協会 バレーボール協会 

卓球協会 アイスホッケークラブ スキー連盟 

スケート協会 ミニバレー協会 パークゴルフ協会 

ゲートボール協会 トランポリンスポーツクラブ 
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８．学 校 給 食 
セ ン タ ー 
管 理 費 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校給食は、児童・生徒の心身の健康な発達と、食に関する正しい理解と適切な判断
力を養う上で、重要な役割を果たすものであり、学校給食の充実及び学校における食育
の推進を図ることを目的としている。このことから次の事項を重点として指導等を実施
した。 
・栄養バランスのとれた食事の提供による児童・生徒の健康の増進、体位の向上。 
・日常生活における正しい食習慣の形成。 
・給食を共にすることによる教師と児童・生徒の心の触れ合いと人間関係の育成。 
・給食の事前の準備、後片付けを通した基本的生活態度の習得。 
安心・安全な学校給食のため、学校給食衛生管理マニュアルの徹底。食物アレルギー

に対応するため「学校におけるアレルギー対応の指針」「学校におけるアレルギー対応
マニュアル」の実践。異物混入事故対策のため「学校給食における危機管理マニュアル」
の徹底を図った。 
子育て支援対策として、学校給食の一部を町費負担、小学校１年生から中学校３年生

に在籍する第３子以降の学校給食費の免除により保護者の負担を軽減した。 
和食の推進に関して、通常の献立においてもごはんとみそ汁の組み合わせを基本とし

て、副食には魚、豆類、海藻などを活用した給食を実施し、給食センターだよりなど給
食指導資料を通じて伝統的な日本の食文化の伝承と普及に努めている。 
１０月から１１月にはふるさと給食月間として、しほろ牛肉や町内産の野菜、士幌高

校の製品など士幌産の食材を使った献立の給食を実施した。 
美濃市との小学生フレンドシップ交流事業が新型コロナ感染症により２年続けて中止

となったことから、学校給食を通して「美濃市給食交流」を実施した。内容は双方のコ
ロッケを提供し、いつもと違った食感を美味しく頂いた。 
 
１．令和３年度の給食実績 
■給食供給人数（５月１日現在） 
小学生   ２９７人 
中学生   １８２人 
教職員等  ９２人 

■学校給食費（１人１日当たり）                 （単位：円） 

区 分 
３年度 ２年度 

基準額 町費額 給食費 基準額 町費額 給食費 

小学校児童 255 55 200 255 55 200 

中学校生徒 296 56 240 296 56 240 

小学校教職員等 255  255 255  255 

中学校教職員等 296  296 296  296 

 
２．学校給食費及び賄材料費 
■歳入（現年度分）            ■歳出 

    児童生徒給食費 １６,４４１,０００円    賄材料費  ３１,３４１,８８７円 
    教職員等給食費   ５,０６０,４０１円 
     外、試食費         ２０１,０７０円 
    合 計(調定額) ２１,７０２,４７１円    合  計  ３１,３４１,８８７円 
 
    収入済額(収入票累計)  ２１,７０２,４７１円 
         
 ■歳入（過年度分） 
     当初残額(調定額)   ９４４,７６０円 

不能欠損処理     ９４４,７６０円（２世帯、５人）   
     収入未済額             ０円 
      ※令和３年第４回定例町議会で議決 
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３．施設整備及び備品購入状況 

区 分 内 容 事業費（円） 

修  繕 

真空冷却機部品交換修繕 

蒸気釜修繕 

天井内ダクト用ドレンパン修繕 

スチームオーブン修繕 

作業台キャスター及びパイプ取替修繕 

残飯室引き違いドア修繕 

202,730 

192,500 

169,400 

147,620 

112,200 

79,860 

工  事 中士幌小学校配膳室シンク移設改修工事 795,300 

購入備品 

自動洗濯機 

抗菌まな板 

電話機 等 

71,200 

34,980 

81,950 
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